
質
問
　
収
入
が
不
十
分
な
家
庭
に
は
、

就
学
援
助
が
非
常
に
大
切
な
施
策
と

考
え
る
。
利
用
状
況
と
課
題
は
。

答
弁
　
制
度
の
周
知
を
図
る
た
め
、

毎
年
全
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
へ
お

知
ら
せ
を
配
付
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
を
し
て
い
る
。
利
用
状
況

は
、
こ
こ
数
年
ほ
ぼ
同
水
準
で
推
移

し
て
い
る
。
今
後
も
各
学
校
と
連
携

を
図
り
、
経
済
的
な
理
由
で
困
る
こ

と
が
な
い
よ
う
実
施
し
た
い
。

質
問
　
義
務
教
育
は
無
料
と
い
う
憲

法
の
精
神
か
ら
、
本
市
も
学
校
給
食

費
の
無
料
化
を
進
め
る
べ
き
と
思
う

が
、
考
え
は
。

答
弁
　
給
食
費
は
、
食
材
費
の
み
を

負
担
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
市
と

し
て
は
食
育
の
充
実
と
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
お
い
し
い
給
食
の
提
供

に
努
め
た
い
。
ま
た
、
学
校
給
食
の

意
義
を
保
護
者
に
理
解
い
た
だ
き
、

公
平
な
負
担
の
観
点
か
ら
給
食
費
の

納
入
を
引
き
続
き
お
願
い
し
た
い
。

質
問
　
少
人
数
学
級
を
推
進
し
、
小

・
中
学
校
全
学
年
で
30
人
学
級
を
目

指
す
べ
き
だ
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁
　
県
の
編
制
基
準
に
加
え
、
少

人
数
指
導
や
１
つ
の
ク
ラ
ス
を
２
人

の
教
員
で
指
導
す
る
チ
ー
ム
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
。
実
施
に

は
県
か
ら
配
置
さ
れ
た
教
員
の
ほ
か
、

本
市
独
自
に
72
名
を
全
小
学
校
に
配

置
し
、
き
め
細
か
な
指
導
に
努
め
て

い
る
。

質
問
　
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
め

る
た
め
に
、
本
物
の
音
楽
を
追
求
す

る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
考
え

る
が
、
東
口
に
建
設
予
定
の
文
化
芸

術
セ
ン
タ
ー
に
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は

設
置
さ
れ
る
の
か
。

答
弁
　
使
用
頻
度
が
非
常
に
少
な
い

こ
と
、
ホ
ー
ル
へ
の
全
体
的
な
収
ま

り
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
に
多
額
の
費
用
を
要
す

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
の
設
置
は
計
画
し
て
い
な
い
。

質
問
　
品
質
や
機
能
を
落
と
さ
ず
、

建
築
費
用
を
下
げ
る
Ｖ
Ｅ
と
い
う
手

法
が
あ
る
。
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
の

建
設
に
Ｖ
Ｅ
を
用
い
る
考
え
は
。

答
弁
　
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
の
建
設

は
、
工
事
費
の
圧
縮
を
前
提
と
し
て

設
計
業
者
と
協
議
し
、
一
つ
一
つ
の

作
業
の
縮
減
を
図
っ
て
い
く
。

質
問
　
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
の
基
本

設
計
に
あ
る
憩
い
・
に
ぎ
わ
い
交
流

ゾ
ー
ン
は
基
本
計
画
で
は
、
ど
う
な

る
の
か
。

答
弁
　
都
市
集
客
施
設
の
整
備
の
基

本
的
な
考
え
方
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

東
エ
リ
ア
は
公
共
施
設
、
西
エ
リ
ア

は
民
間
施
設
と
し
て
整
備
し
、
両
施

設
の
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
場
所
と

し
て
、
憩
い
・
に
ぎ
わ
い
交
流
ゾ
ー

ン
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

質
問
　
大
規
模
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
に
は
、
雨
水
や
土
砂
の
流
出
や

景
観
上
の
問
題
が
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
指
導
や
対
処
を
す
る
の
か
。

答
弁
　
事
業
者
に
事
前
協
議
や
近
隣

住
民
へ
の
説
明
を
求
め
て
い
る
。
ま

た
、
雨
水
や
土
砂
の
流
出
対
策
は
、

都
市
計
画
法
や
宅
地
造
成
等
規
制
法

に
よ
る
技
術
基
準
で
指
導
し
て
い
る
。

景
観
は
、
緩
衝
帯
の
設
置
な
ど
を
指

導
す
る
ほ
か
、
各
法
令
の
基
準
に
沿

っ
た
計
画
に
し
て
も
ら
う
。
さ
ら
に
、

自
然
環
境
や
景
観
と
の
調
和
が
特
に

必
要
な
地
区
は
条
例
を
制
定
し
、
今

年
度
よ
り
施
行
し
て
い
る
。

群馬交響楽団によるクラシックコンサート

児
童
の
貧
困
対
策

学
校
給
食
費
の
無
料
化
伊い

と
う藤 

敦あ
つ
ひ
ろ博

（
日
本
共
産
党
）

新
ホ
ー
ル
に
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を

給
食
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
木き

む
ら村 

純よ
し
あ
き章

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

合
併
後
の
財
政
状
況

（
仮
称
）久く

留る

馬ま

公
民
館
建
設
柄か

ら
さ
わ沢 

髙た
か
お男

（
新
風
会
）

建
築
費
圧
縮
の
た
め
の
バ
リ
ュ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
Ｖ
Ｅ
）

大
規
模
太
陽
光
発
電
設
備
大お

お
た
け竹 

隆り
ゅ
う
い
ち一

（
新
風
会
）

質
問
　
合
併
特
例
債
の
使
い
道
や
残

高
、
利
用
期
限
な
ど
現
在
の
状
況
は
。

答
弁
　
合
併
特
例
債
は
市
債
充
当
率

95
％
、
元
利
償
還
金
の
約
70
％
が
普

通
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
有
利
な
地

方
債
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
保
健
所
の

建
設
や
小
・
中
学
校
の
耐
震
補
強
な

ど
に
活
用
し
て
き
た
。
起
債
の
累
計

は
平
成
26
年
度
末
で
３
６
２
億
円
、

起
債
可
能
限
度
額
の
７
割
弱
で
あ
る
。

ま
た
、
当
初
、
活
用
期
限
は
合
併
後

10
年
だ
っ
た
が
、
東
日
本
大
震
災
の

影
響
か
ら
５
年
延
長
さ
れ
平
成
32
年

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　
市
民
は
、
こ
の
10
年
間
で
ど

れ
だ
け
新
市
の
一
体
感
の
醸
成
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁
　
平
成
26
年
度
の
市
民
の
声
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
20
％
の
市
民
が
合

併
前
に
比
べ
自
分
の
地
域
以
外
の
地

域
を
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
答
え
、
前
回
の
24
年
度
か
ら
４
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
こ
れ
は
、
旧
市

民
よ
り
旧
合
併
町
村
の
市
民
の
ほ
う

が
高
く
、
徐
々
に
一
体
感
の
醸
成
が

図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

質
問
　
現
在
進
め
て
い
る
久
留
馬
地

域
の
公
民
館
建
設
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁
　
区
長
や
地
域
の
各
種
団
体
の

役
員
な
ど
に
よ
り
建
設
候
補
地
の
合

意
が
な
さ
れ
、
用
地
取
得
に
向
け
準

備
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
地
域
の

要
望
を
聞
き
な
が
ら
地
域
に
役
立
つ

公
民
館
の
建
設
を
進
め
て
い
く
。

まめ知識●地産多消事業・（P9参照） 地元で取れた作物（地産）を地元で消費する地消と、他地域で消費する他消を合わせ、地産多消として多くの地域での消費を促す本市の事業のこと。●ピアサポート・（P9参照） 同じ立場の人によるサポート。ここでは、児童・生徒同士による相談などの取り組みのこと。

質
問
　
本
物
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
、

こ
の
ホ
ー
ル
に
集
結
で
き
る
の
か
。

答
弁
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
専
用
ホ
ー
ル
で

は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
音
楽
や
舞
台
芸

術
の
公
演
が
で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル

で
あ
る
が
、
音
響
反
射
板
の
使
用
に

よ
り
コ
ン
サ
ー
ト
専
用
ホ
ー
ル
と
同

様
な
音
楽
空
間
を
つ
く
り
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
優
れ
た
音
響
性
能
を
発

揮
す
る
ホ
ー
ル
と
し
て
、
国
内
外
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
本
格
的
な
ク
ラ
シ

ッ
ク
フ
ァ
ン
に
も
満
足
い
た
だ
け
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
合
併
町
村
の
学
校
給
食
で
は
、

自
校
方
式
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
が

あ
る
。
給
食
セ
ン
タ
ー
の
延
命
策
も

必
要
で
あ
る
が
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
。

答
弁
　
校
舎
の
建
て
替
え
等
に
合
わ

せ
自
校
方
式
を
検
討
し
て
お
り
、
今

後
も
全
市
的
な
視
野
で
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
も
必
要
に
応
じ
て
行
い
た
い
。

（8）



質
問
　
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

で
の
相
談
を
希
望
す
る
保
護
者
な
ど

の
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、

職
員
体
制
の
充
実
に
加
え
、
ペ
ア
レ

ン
ト
メ
ン
タ
ー
の
育
成
が
必
要
と
思

う
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁
　
今
後
、
相
談
、
保
育
な
ど
で

の
支
援
や
連
携
の
機
会
が
増
え
る
と

見
込
ま
れ
る
た
め
、
専
門
職
員
の
確

保
も
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
ペ
ア

レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
事
業
は
、
心
配
や

将
来
へ
の
不
安
な
ど
に
精
神
的
な
支

え
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
研
究
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

質
問
　
教
職
員
が
発
達
障
が
い
を
擬

似
体
験
す
る
機
会
や
児
童
・
生
徒
へ

の
理
解
を
深
め
る
教
育
活
動
は
。

答
弁
　
教
職
員
に
対
し
て
、
Ｌ
Ｄ
擬

似
体
験
や
発
話
聞
き
取
り
の
擬
似
体

験
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
多

く
の
学
校
で
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を

取
り
入
れ
、
他
を
思
い
や
る
心
の
育

成
に
努
め
て
お
り
、
発
達
障
害
の
子

ど
も
た
ち
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め

の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
本
市
の
自
主
財
源
の
確
保
と

な
る
広
告
事
業
の
実
施
状
況
は
。

答
弁
　
平
成
20
年
４
月
か
ら
広
報
高

崎
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
10
月
か
ら

水
道
料
金
検
針
表
に
広
告
を
掲
載
し
、

26
年
度
の
収
入
は
約
７
５
０
万
円
で

あ
っ
た
。
今
後
も
広
告
掲
載
の
対
象

拡
大
に
取
り
組
み
、
他
市
の
例
を
参

考
に
積
極
的
な
活
用
を
検
討
し
た
い
。

質
問
　
吉
井
地
域
の
消
防
行
政
と
医

療
事
務
は
多
野
藤
岡
の
管
轄
だ
が
、

合
併
後
10
年
を
迎
え
、
本
市
に
統
一

す
る
時
期
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
弁
　
消
防
行
政
の
移
管
は
、
多
野

藤
岡
広
域
圏
を
構
成
す
る
他
市
町
村

の
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
研
究
し
て

い
き
た
い
。
消
防
と
医
療
事
務
は
救

急
医
療
活
動
を
通
じ
密
接
な
関
係
が

あ
り
、
今
後
の
対
応
は
歩
調
を
合
わ

せ
て
い
き
た
い
。
問
題
を
解
決
す
べ

き
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
　
国
に
よ
る
減
反
政
策
の
変
遷

と
現
在
の
本
市
の
生
産
数
量
目
標
は
。

ま
た
、
実
施
し
て
い
る
支
援
策
は
。

答
弁
　
米
の
生
産
過
剰
に
対
し
、
昭

和
46
年
か
ら
減
反
政
策
が
実
施
さ
れ
、

平
成
16
年
に
減
反
面
積
配
分
方
式
か

ら
生
産
数
量
配
分
方
式
に
変
更
さ
れ

た
。
ま
た
、
本
市
の
26
年
度
の
生
産

数
量
目
標
は
８
５
６
３
ト
ン
、
面
積

に
し
て
１
７
９
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

る
。
現
在
、
米
の
直
接
支
払
い
交
付

金
や
水
田
フ
ル
活
用
の
直
接
支
払
い

交
付
金
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
　
農
業
、
農
村
の
多
面
的
機
能

を
維
持
、
発
揮
す
る
た
め
の
支
援
策

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

答
弁
　
農
薬
や
化
学
肥
料
の
低
減
や

環
境
負
荷
の
少
な
い
農
業
生
産
方
式

の
導
入
、
地
域
に
よ
る
農
地
な
ど
の

保
全
活
動
や
中
山
間
地
域
等
の
営
農

活
動
の
継
続
な
ど
に
支
援
し
て
い
る
。

質
問
　
地
産
多
消
事
業
の
趣
旨
や
目

指
す
方
向
性
は
。
ま
た
、
農
業
者
に

対
し
て
人
づ
く
り
の
面
か
ら
ど
う
支

援
し
て
い
く
の
か
。

答
弁
　
地
産
多
消
事
業
は
、
地
域
農

業
が
抱
え
る
課
題
や
社
会
構
造
な
ど

に
対
応
し
、
創
意
工
夫
や
努
力
で
新

た
な
市
場
を
切
り
開
く
取
り
組
み
を

支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

地
域
農
業
の
基
礎
を
築
い
て
き
た
農

家
の
知
恵
と
力
を
借
り
、
新
た
な
地

域
農
業
の
核
と
な
る
農
業
者
の
育
成

に
力
を
注
ぎ
た
い
。

高崎産農産物を都内で販売

有

害

鳥

獣

対

策

榛
名
・
倉
渕
地
域
の
活
性
化
策
追お

い
か
わ川 

徳と
く
の
ぶ信

（
新
風
会
）

行
政
制
度
の
統
一

若
年
層
の
定
住
促
進
施
策
高た

か
は
し橋 

美み

奈な

雄お

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

本
市
の
農
業
支
援
策 

林は
や
し

　 

恒つ
ね
よ
し徳

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

発
達
障
が
い
児
と
家
族
へ
の
支
援

自
主
財
源
の
確
保
小お

の野 

聡さ
と
こ子

（
公
明
党
）

まめ知識●ペアレントメンター メンター（信頼のおける相談相手）。同じ発達障害のある子どもを育てる保護者が、話を聞いたり情報提供を行うなどの相談活動を行うこと。
●ＬＤ 学習障害のこと。知能発達の遅れは見られないが、聞く、話す、読む、書くなどの特定の分野の習得と使用が困難。

質
問
　
倉
渕
地
域
に
サ
ル
が
増
加
し

て
お
り
、
農
作
物
の
被
害
拡
大
が
懸

念
さ
れ
る
が
、
対
策
は
。

答
弁
　
猟
友
会
が
捕
獲
し
て
い
る
が
、

学
習
能
力
が
高
く
、
年
に
十
数
頭
の

捕
獲
で
あ
る
。
現
在
、
３
頭
に
発
信

機
を
付
け
行
動
範
囲
を
注
視
す
る
と

と
も
に
専
門
家
に
よ
る
行
動
調
査
を

行
い
、
具
体
的
な
対
策
を
地
元
と
検

討
、
被
害
の
削
減
に
努
め
て
い
る
。

質
問
　
森
林
を
杉
の
代
わ
り
に
木
の

実
の
な
る
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
な
ど
に

転
換
す
れ
ば
、
有
害
鳥
獣
と
花
粉
症

の
一
挙
両
得
の
対
策
に
な
る
の
で
は
。

答
弁
　
吉
井
地
域
の
事
業
で
、
市
有

林
の
針
葉
樹
を
伐
採
し
、
広
葉
樹
を

植
栽
す
る
事
業
が
あ
る
。
平
成
16
年

度
か
ら
９
年
間
で
、
合
計
16
・
３
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
植
栽
し
、
管
理
中
で
あ

る
。
こ
の
効
果
を
今
後
検
証
し
た
い
。

質
問
　
均
衡
の
取
れ
た
市
と
し
て
さ

ら
に
発
展
す
る
た
め
、
人
口
減
少
が

著
し
い
榛
名
・
倉
渕
地
域
の
活
性
化

が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
方
策
は
。

答
弁
　
倉
渕
地
域
は
、
ふ
る
さ
と
住

宅
や
く
ら
ぶ
ち
小
栗
の
里
を
整
備
し
、

活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も
移

住
促
進
や
廃
校
と
な
っ
た
川
浦
小
学

校
の
利
活
用
な
ど
、
活
性
化
に
向
け

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。
ま
た
、

榛
名
地
域
は
、
榛
名
山
を
中
心
と
し

た
観
光
資
源
の
活
用
と
、
果
樹
等
の

農
畜
産
物
や
加
工
品
に
よ
り
一
層
の

活
性
化
が
図
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

質
問
　
浄
水
施
設
や
管
路
な
ど
の
見

直
し
や
地
域
差
の
大
き
い
料
金
体
系

に
つ
い
て
、
包
括
外
部
監
査
で
指
摘

さ
れ
た
が
解
決
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
　
今
後
の
水
需
要
や
維
持
管
理
、

配
水
管
路
の
更
新
に
必
要
な
経
費
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
、
継
続
性
の

あ
る
事
業
運
営
が
で
き
る
体
制
の
整

備
等
を
検
討
し
た
い
。
合
併
の
調
整

方
針
に
基
づ
き
、
無
理
な
く
段
階
的

統
一
に
向
け
調
整
で
き
る
よ
う
、
総

合
的
に
判
断
し
た
い
。

質
問
　
高
崎
へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く

る
に
は
、
市
内
企
業
へ
の
就
職
促
進

な
ど
の
課
題
に
具
体
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
見
解
は
。

答
弁
　
ビ
ジ
ネ
ス
を
盛
ん
に
し
、
仕

事
や
雇
用
を
増
や
す
た
め
の
施
策
は

定
住
促
進
施
策
で
あ
り
、
教
育
施
策

や
福
祉
や
救
急
医
療
な
ど
を
全
部
合

わ
せ
て
、
元
気
が
い
い
ま
ち
に
す
る

こ
と
が
一
番
の
施
策
と
考
え
る
。

P8参照

P8参照
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